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の調査は、2015 年度「社会調査実習」において、同年 11 月にノートルダム清心女子大学
文学部現代社会学科に在籍する全学生を対象として実施された５）。調査票の配布数は 274





















どきする」の回答を 1 点、「あまりしない」「ほとんどしない」「全くしない」の回答を 0
点として、6 項目の得点の合計を「相談相手の数」得点とした。これは、結束的なネットワー
ク資源のチャンネルの量を表すといえる。
　以上の 3 項目で主成分分析をおこない、固有値 1 以上で因子の抽出を打ち切ると、第 1





るというよりは、浅く広くつきあうほうである」の 2 項目を用いる。ともに 4 件法で尋ね
られており、「あてはまる」に 4 点、「あてはまらない」に 1 点を与えて得点化した。
　この 2 項目についても、主成分分析の結果、第 1 主成分のみが抽出された（分散の説明






























































　これに対し、排他的な意識が最も低いのは「橋渡し型」である。表 3 上段の 5 項目中、「み
んなが顔見知りであるような地域のほうが、そうでない地域よりも住みやすいと思う」以













































































































































































































































































8） 　表 5 以降の分析においては、いずれの項目も 4 件法による回答を「あてはまる」に 4 点、「あてはまら
ない」に 1 点を与えて得点化している。
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